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地
域
福
祉
計
画
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
「
地

域
福
祉
計
画
」
で
検
索
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地域の身近な相談相手地域の身近な相談相手
「民生委員・児童委員」を紹介します「民生委員・児童委員」を紹介します

■問い合わせ■問い合わせ

本庁福祉課地域福祉係本庁福祉課地域福祉係

（（☎☎34-2324）34-2324）

■申し込み方法と利用の流れ

　（1）事前に申請します

　　　　出産予定日の３カ月前から申請が可能です。　

　　　「産後ケア事業利用申請書」を記入し、利用日

　　　の１週間前までに申請してください。

　　　持ち物：母子健康手帳、印鑑

　（2）お子さんが生まれたら、申請先に連絡します

　　　　「産後ケア事業利用承認通知書」を発行します。

産後ケア事業のお知らせ産後ケア事業のお知らせ
～出産後のお母さんを応援します～～出産後のお母さんを応援します～

　市では、市内に住んでいる産後４カ月までの母子を対象とした産後ケア事業を行っています。

出産後、安心して子育てができるように、宿泊や日帰り、訪問で授乳指導や乳房ケア、育児相

談などが受けられます。

　少子化や核家族化、そしてコロナ禍によって地域のつながりが薄れ、高齢者や障がいのある人、介護や子

育ての悩みがある家庭などが、周囲に相談できずに孤立してしまうケースが増えています。

　悩みを抱えている人たちが安心して地域で暮らせるように、地域の身近な相談相手として関係機関と協力

し、つないでいく役割をするボランティアが「民生委員・児童委員」です。

■問い合わせ・申請先■問い合わせ・申請先

本庁健康増進課親子みらい係本庁健康増進課親子みらい係

（（☎☎34-2171）34-2171）

利用種類 利用時間など 利用回数 場所 利用料金

宿泊ケア
毎週木午前９時～金午後４時

１泊２日、１回１組
３回まで

総合水沢病院

１回　7,560 円（食事代込み）

内訳：利用料 5,000 円

　　　食事代 2,560 円

日帰りケア
毎週月～金
午前９時～午後４時、１回２組

７回まで

１回　1,240 円（食事代込み）

内訳：利用料 600 円

　　　食事代 640 円

訪問ケア
平日午前９時～午後４時半

おおむね２時間（市内に限る）
自宅 無料

　（3）利用予約の電話をします

　　　　宿泊ケア・日帰りケア　

　　　　　総合水沢病院医療連携室（☎☎ 25-3833）

　　　　訪問ケア　申請先に同じ

　（4）利用料金を支払います（宿泊ケア、日帰りケア）

　　　　利用後に納付書を送付します。利用料金は、

　　　指定金融機関で利用日から 30 日以内に、食事

　　　代は利用時に水沢病院へお支払いください。
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域
福
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計
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と
は

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
市
の
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。
地
域
住
民
、
行

政
、
関
係
団
体
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
基
づ
い
て
取
り
組
む

べ
き
地
域
福
祉
分
野
に
関
す
る
活

動
の
基
本
指
針
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
の「
理
念
計
画
」

で
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
策
定
す
る
地
域
福
祉
活
動
計
画

は
、
行
政
機
関
や
市
民
な
ど
が
協

働
で
事
業
推
進
す
る「
行
動
計
画
」

で
す
。
両
計
画
を
連
携
さ
せ
な
が

ら
が
ら
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

第
３
期
計
画
の
特
徴

　
分
野
を
超
え
た
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域

で
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
庁
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
連
携
し
、
関

係
機
関
と
協
働
し
て
解
決
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
の
改
正

　
国
の
政
策
に
よ
り
誰
も
が
役
割

を
持
ち
、
活
躍
で
き
る
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
福

祉
法
の
次
の
点
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
策
定
は
、
そ
の
改
正

を
盛
り
込
ん
だ
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
「
我
が
事
、
丸
ご
と
」

　
新
た
に
「
我
が
事
、
丸
ご
と
」

と
い
う
地
域
福
祉
推
進
の
理
念
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
住
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど

が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、

人
と
人
と
が
世
代
や
分
野
を
超
え

て
『
丸
ご
と
』
つ
な
が
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と

も
に
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
市
は
、
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
「
第
３
期
奥
州

市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
地
域
福
祉
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
な
ど
全
て
の
人

が
一
体
と
な
り
、
進
め
て
い
く
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
す
。
人

や
団
体
な
ど
が
協
働
し
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
支
え
て
い

く
地
域
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
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本
庁
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課
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祉
係
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☎☎
34-

２
３
２
４
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▼
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

　
ひ
き
こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
な

ど
の
解
決
が
難
し
い
相
談
に
つ
い

て
は
、
庁
内
連
携
に
よ
っ
て
分
野

を
超
え
た
相
談
体
制
を
整
え
、
包

括
的
に
受
け
止
め
ま
す
。
継
続
的

な
伴
走
支
援
を
行
い
、
適
切
に
支

援
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

  

地
域
福
祉
計
画
は
行
政
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
機
関

が
連
携
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
や
福
祉
団
体
の

代
表
が
委
員
を
勤
め
る
「
市
地
域

福
祉
推
進
市
民
会
議
」
が
計
画
の

進
捗
な
ど
を
評
価
し
、
意
見
や
提

地
域
福
祉
計
画
を
策
定

言
を
行
い
ま
す
。

　「
共
に
支
え
合
う
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
お
互
い
の
個
性
や
考

え
を
認
め
合
い
、
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
支
え
合
い
・
助
け

合
い
に
よ
る
「
共
助
力
」
を
高
め

あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　

■地域福祉計画と地域福祉活動計画の関わり

■民生委員・児童委員とは

　国・県から委嘱された非常勤の地方公務員です。

　お住まいの地域ごと（主に行政区ごと）に委員がい

ます。また委員には守秘義務があり、安心して相談で

きます。

■地域に寄り添い活動しています

　【相談・支援・橋渡し (関係機関をつなぐパイプ役 )】

　　地域住民の日頃の様子を「声かけ」や「安否確認」

　を通じて把握に務めています。

　　困った人には福祉サービスの情報提供や、必要に　

　応じたサービスを受けられるように関係機関に連絡

　し、人と人とをつなぐパイプ役を務めています。

■次のような心配や悩み事はありませんか

　

▲

一人暮らしで心細い

　

▲

子育てと両親の介護の両立で大変だ

　

▲

学校でいじめにあった

　相談の内容に応じて支援できるよう、

適切な関係機関へつなぎます。また、

各地域や地区で活動する主任児童委員

は、子どもや子育てに関することを専

門に活動しています。

　　
　５月 12 日～ 18 日は活動強化週間です。こ

れを機会に民生委員・児童委員の活動を知っ

てもらう週間となっています。

■事業の内容

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、事業が休止となる場合があります


